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南平駅

11
月
か
ら
始
ま
っ
た
、
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
カ
ム
カ
ム
エ
ブ
リ

バ
デ
ィ
」
。
風
変
わ
り
な
タ
イ

ト
ル
の
お
陰
で
、
平
川
唯
一
と

い
う
人
と
、
「
カ
ム
カ
ム
英
語
講
座
」

の
こ
と
を
思
い
出
し
た
▼
昔
の
こ
と
は

よ
く
覚
え
て
い
る
も
の
だ
。
平
川
唯
一

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
前
身
、
日
本
放
送
協
会
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
終
戦
の
翌
年
か
ら
５

年
間
、
ラ
ジ
オ
英
語
講
座
の
講
師
を
務

め
た
▼
講
座
は
、
童
謡
『
証
城
寺
の
狸

囃
子
』
の
歌
詞
を
、
カ
ム
カ
ム
エ
ブ
リ

バ
デ
ィ
と
置
き
換
え
た
テ
ー
マ
曲
で
始

ま
る
。
こ
の
新
鮮
さ
が
「
カ
ム
カ
ム
英

語
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
夕

方
の
人
気
番
組
と
な
っ
た
▼
こ
の
ド
ラ

マ
、
懐
か
し
い
真
空
管
ラ
ジ
オ
の
存
在

も
欠
か
せ
な
い
。
11
月
の
後
半
は
戦
争

の
時
代
。
ヒ
ロ
イ
ン
の
家
の
ラ
ジ
オ
は
、

私
の
家
の
と
同
じ
形
の
も
の
だ
っ
た
。

徳
川
夢
声
の
語
る
「
宮
本
武
蔵
」
も
、

広
沢
虎
造
の
名
調
子
「
石
松
代
参
」
も
、

軽
や
か
な
藤
山
一
郎
の
「
東
京
ラ
プ
ソ

デ
ィ
ー
」
も
、
あ
の
ラ
ジ
オ
で
聞
い
て

い
た
▼
安
子
、
る
い
、
ひ
な
た
、
女
性

三
代
、
百
年
に
わ
た
る
物
語
。
12
月
は

安
子
の
戦
後
で
始
ま
っ
た
。
夫
稔
は
戦

死
。
空
襲
で
母
と
祖
母
を
失
い
父
親
も

急
死
。
あ
の
時
代
、
安
子
の
よ
う
な
運

命
の
女
性
は
大
勢
い
た
▼
幾
多
の
テ
レ

ビ
小
説
が
描
い
て
き
た
戦
中
と
戦
後
。

自
身
の
体
験
と
重
な
る
こ
と
も
多
い
。

思
わ
ず
身
を
硬
く
し
て
画
面
を
見
入
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
当
時
を
生
き

て
き
た
者
は
誰
も
が
同
じ
だ
と
思
う
。

再
び
き
な
臭
さ
が
漂
い
始
め
た
今
、
こ

ん
な
時
代
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

二
度
と
繰
り
返
し
て
ほ
し
く
な
い
。

短信

検索・中野あきと

《
当
時
の
課
長
の
証
言
》

河
内
氏
の
執
拗
な
要
求
に
よ
っ
て

補
助
金
が
増
額
さ
れ
て
い
た

・

■

保
育
園
家
賃
の
額
に
つ
い
て

「
河
内
氏
が
、
地
主
が
損
を
し
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
で
い
い
ん
だ

と
の
こ
と
で
、
ほ
ぼ
河
内
氏
の
提
案
通
り
の

数
字
と
な
っ
た
」

■

２
億
４
千
万
円
の
前
家
賃
補
助

「
発
案
は
河
内
氏
。
河
内
氏
の
提
案
に
つ
い

て
市
が
了
解
し
決
定
し
た
」

■

内
装
費
の
追
加
工
事

「
河
内
氏
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
だ
と

し
て
や
る
こ
と
に
し
た
」

■

補
助
金
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と

「
事
業
規
模
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
み
前
例
の
な

い
金
額
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
で

い
い
の
か
部
長
に
相
談
し
た
が
、
河
内
氏
が

や
れ
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
で
進
め
る

し
か
な
い
と
の
答
え
が
あ
っ
た
」

《
中
野
市
議
の
質
問
》

[

中
野
議
員]

河
内
氏
に
よ
る
地
主
へ
の
利
益
供
与
が
疑

わ
れ
る
重
大
な
事
態
で
あ
り
、
さ
ら
に
調
査
・

解
明
が
必
要
だ
。

[

大
坪
市
長]

工
事
が
行
わ
れ
た
の
は
事
実
。
た
だ
、
ど

う
い
う
形
で
、
ど
う
い
う
人
が
関
わ
っ
た
か

は
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
ご
指

摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
継
続
し
て
調
査
す
る
。

[

中
野
議
員]

河
内
氏
の
無
理
難
題
の
補
助
金
増
額
要
求

を
、
分
か
っ
た
上
で
決
裁
し
た
市
長
の
責
任

は
重
大
だ
。

[

大
坪
市
長]

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
こ
の
決
裁
を
し
た

私
が
最
大
の
責
任
者
。
実
際
の
補
助
金
等
の

支
出
に
お
け
る
添
付
書
類
等
に
つ
い
て
は
、

私
は
詳
細
は
知
ら
な
い
が
、
チ
ェ
ッ
ク
等
を

怠
っ
た
の
は
私
の
責
任
。
飲
み
込
ん
だ
の
も

私
の
責
任
で
あ
る
。（

２
面
に
つ
づ
く
）

来
年
（
２
０
２
２
年
）
２
月
13
日
告
示
・

20
日
投
開
票
で
日
野
市
議
会
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。

11
月
27
日
、
日
本
共
産
党
の
５
人
（
い

ず
れ
も
現
職
）
の
予
定
候
補
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

日
野
市
議
選

日
本
共
産
党

予
定
候
補
決
ま
る

た
か
は
た
保
育
園
の
民
営
化
に
は
、
土

地
の
選
定
か
ら
新
た
な
保
育
園
法
人
、
建

設
業
者
の
選
定
、
相
次
ぐ
補
助
金
増
額
な

ど
、
こ
と
ご
と
く
河
内
久
男
氏
が
関
与
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
提
出
さ
れ
た

「
旧
た
か
は
た
保
育
園
の
機
能
移
転
に
伴

う
一
連
の
疑
惑
に
関
す
る
第
三
者
実
態
調

査
報
告
書
」
等
で
判
明
し
ま
し
た
。

中
野
あ
き
と
市
議
は
一
般
質
問
で
、
報

告
書
と
入
手
し
た
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り

調
査
を
も
と
に
、
河
内
氏
の
執
拗
な
要
求

に
よ
っ
て
補
助
金
が
次
々
と
増
額
さ
れ
て

い
っ
た
経
過
を
当
時
の
課
長
な
ど
の
証
言

で
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
坪
市
長
が
、
そ
う
し
た
経
緯

の
報
告
を
受
け
な
が
ら
、
河
内
氏
の
言
い

な
り
に
補
助
金
増
を
承
認
し
て
い
た
事
実

を
指
摘
、
「
市
長
の
責
任
は
重
大
だ
」
と

そ
の
政
治
責
任
を
指
摘
し
ま
し
た
。

当
時
の
課
長
に
よ
る
の
補
助
金
増
額
に

関
す
る
河
内
氏
関
与
の
実
態
、
中
野
議
員

と
大
坪
市
長
の
や
り
と
り
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

大
髙

哲
史

（
市
議
４
期
）

岡
田
じ
ゅ
ん
子

（
市
議
１
期
）

ち
か
ざ
わ
美
樹

（
市
議
２
期
）

中
野
あ
き
と

（
市
議
６
期
）

わ
た
な
べ
三
枝

（
市
議
１
期
）

12月市議会

中野市議
一般質問

旧
市
立
た
か
は
た
保
育
園
の
民
営
化
を
め
ぐ
る
問
題

疑
惑
の
真
相
と
大
坪
市
長
の
責
任
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◎短期間のお試し購読。一部売りも。

お気軽にお申し込みを。中野あきと事務所

しんぶん

赤旗

［2022年1月の無料法律相談日］
■13日（木）午後１～３時 日野市役所６階共産党控室
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≪日野の風物詩≫（その１１）

かつて日野は「江戸・東京の穀倉」

「田んぼの学校in南平」で脱穀体験

１０月３０日、

快晴の空の下 で

「田んぼの学校in南

平」が行われまし

た。

平山４丁目の田ん

ぼには子どもたち

を含めて５０人ほどが参加し、JAや農家の方の指導を受け

ながら、天日干しで乾燥させた稲の「脱穀作業」を手伝いま

した。

多摩川と浅川が流れる日野市は、かつて「江戸・東京の穀倉」

と言われ、平地はほとんどが田んぼでした。しかし今はほと

んどの田んぼが無くなり、その面影はありません。

「田んぼの学校」は、「農業体験を通して、自然に親しみ・・・、

大地も恵みを享受し・・・」を目的に日野市の公民館が行っ

ているもので、毎年、田植えから稲刈り、脱穀作業などを行っ

ています。

－１２月市議会本会議で共産党市議が行った質問－

●気候危機打開への取り組みについて。

●川辺堀之内区画整理事業で、新たに解明が求められること。

●暮らし、営業がひっ迫する中、なぜ、国保税を値上げするのか。

●旧たかはた保育園の民営化に伴う疑惑に関する第三者委員会の

報告と、歴代市長、市議会の責任について

●ジェンダー平等の実現と希望ある社会へ。

●万願寺地域のバス路線の充実。

●コロナ禍から市民の命と暮らしを守るために、市が求められて

いること。

●日野市障がい者差別解消条例を生かし、バリアフリーの街づく

りを。

●特養ホームの増設を。

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
が
、
中
学
校
に

続
き
小
学
校
に
も
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
、
全
国
の

学
校
か
ら
熱
中
症
の
報
告

が
あ
い
つ
ぐ
中
、
国
や
東

京
都
は
、
小
中
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
補

助
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
も
、
日
野

市
に
繰
り
返
し
実
施
を
要

求
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
９
月
市
議
会
決

算
委
員
会
で
中
野
あ
き
と

市
議
は
、
「
国
や
都
か
ら

の
補
助
金
も
あ
り
一
校
６

０
０
万
円
前
後
で
実
現
が

可
能
」
と
提
起
。
中
学
校

に
続
き
17
全
て
の
小
学
校

に
も
設
置
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
ま
し
た
。

な
お
、
東
京
都
の
補
助

金
は
、
２
０
２
１
年
度
で

終
了
す
る
予
定
で
し
た
が
、

共
産
党
都
議
団
が
「
財
力

の
弱
さ
な
ど
か
ら
設
置
が

完
了
し
て
い
な
い
市
区
町

村
も
あ
る
。
補
助
制
度
の

延
長
を
」
と
要
求
。
来
年

度
も
制
度
が
継
続
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
校
に
続
き
小
学
校
体
育
館

に
も
エ
ア
コ
ン
設
置
が
実
現

さわやか健康体操に参加して１０年になる。この間、

参加費が無料から有料になり、コロナの影響から日数と

時間も減らされた。更に今年度から卒業制が導入され、

３回〈年〉参加したら4回以降は応募できず、他に移行し

てくれという。

多くの高齢者は、コロナが収束したら、今まで通り当

該体操を続けていきたいと願っている。卒業制を考え直

してほしい。（南平・HU）

市政に
ひとこと

なぜなの?? さわやか健康体操の卒業制

［
続
報
］

ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策

日
野
市
が
予
算
化
！

先
月
号
で
紹
介
し
た
ナ
ラ
枯
れ

被
害
問
題
で
、
日
野
市
が
伐
採
等

の
対
策
を
行
う
た
め
に
12
月
市
議

会
に
約
３
０
０
０
万
円
の
補
正
予

算
を
提
出
し
ま
し
た
。
日
野
市
が

管
轄
し
て
い
る
公
園
・
緑
地
で
ナ

ラ
枯
れ
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
る

約
２
０
０
本
の
ナ
ラ
の
木
を
、
伐

採
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
た

め
で
す
。

党
市
議
団
は
、
民
有
地
に
お
い

て
も
３
０
０
本
以
上
の
被
害
が
出

て
お
り
、
伝
染
や
倒
木
の
危
険
を

踏
ま
え
、
市
と
し
て
補
助
制
度
を

つ
く
る
な
ど
し
て
所
有
者
の
対
策

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
提
案
。
日
野
市
も
、
党
市
議
団

の
提
案
に
「
何
ら
か
の
対
応
を
検

討
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

（
１
面
つ
づ
き
）

[
中
野
議
員]

(

市
長
は
職
員
の
公
務
員
倫
理

を
問
題
に
し
て
い
る
が)

倫
理
が

問
わ
れ
る
の
は
誰
な
の
か
。
職

員
（
当
時
の
課
長
）
は
上
司
に

相
談
を
し
て
い
る
。
法
外
な
補

助
金
を
決
裁
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
壊
し
放
置
し
た
貴
方
の
対
応

は
責
任
放
棄
そ
の
も
の
。
極
め

て
重
大
だ
。

[

大
坪
市
長]

組
織
的
に
考
え
た
場
合
は
、

担
当
職
員
が
い
て
、
係
長
が
い

て
、
課
長
・
部
長
が
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
の
必
要
な
役

割
、
審
議
の
判
断
プ
ロ
セ
ス
、

そ
れ
が
働
い
て
い
な
か
っ
た
の

は
事
実
。
私
は
、
そ
の
点
に
つ

い
て
指
摘
を
し
た
。

た
だ
し
、
当
然
、
そ
の
上
に

立
つ
私
自
身
が
、
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
言
わ
れ
て
然
る
べ
き
と

い
う
こ
と
は
あ
る
。
私
の
不
作

為
で
す
し
、
私
の
責
任
が
一
番

大
き
い
と
い
う
こ
と
は
認
め
る
。

最
終
的
に
私
自
身
が
、
法
令

遵
守
に
つ
い
て
の
意
識
の
欠
落

が
あ
っ
て
こ
う
い
う
事
態
を
招

い
て
し
ま
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

深
く
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

質
問
を
終
え
て

12
月
市
議
会
で
は
、
疑
惑
全

容
解
明
の
た
め
市
民
か
ら
出
さ

れ
た
「
調
査
特
別
委
員
会
の
設

置
」
の
請
願
が
、
与
党
議
員
の

継
続
審
議
の
主
張
で
事
実
上
の

廃
案
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

自
民
党
や
公
明
党
な
ど
、
自

ら
を
「
大
坪
市
長
の
与
党
」
と

称
す
る
市
議
会
の
多
数
は
、
議

会
が
調
査
権
限
を
行
使
し
て
疑

惑
解
明
を
行
う
こ
と
に
消
極
的

な
態
度
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

不
正
が
続
い
て
き
た
原
因
は
、

こ
こ
に
も
あ
り
ま
す
。

来
年
２
月
の
市
議
会
議
員
選

挙
、
疑
惑
解
明
の
力
が
前
進
す

る
よ
う
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

中
野
あ
き
と


